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エネルギー及び時間検出を独立に行うことにより，高エネルギーテムでは， Si (Li) 半導体検出器を利用しており，
X線と試料透過電子との間の時間相関測分解能と高時間分解能を同時に実現している o 開発したシステムを用いて，
これを発生したエネルギー損失電子のコインシデンス検出が可能であることを実証している。定を行い，特性X線と，





































(5) 本研究で開発したコインシデンス信号検出法によって，入射電子に対して 1 億分の l 程度の確率で生成される微
弱信号まで抽出できることを実証し，従来の分析電子顕微鏡による元素分析の検出限界を大幅に改善した極微量元
素分析実現への道を拓いている。
以上のように，本論文では， コインシデンス信号検出法を電子顕微鏡のイメージングに利用したコインシデンス電
子顕微鏡を開発し，さらにコインシデンス電子顕微鏡を用いた元素マッピングの検証実験によりその有用性を実証し
ており，その成果は応用物理学，特に電子顕微鏡工学の発展に寄与するところが大きし、よって，本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
